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令和７年度市立札幌啓北商業高等学校 学校評議員のご紹介  （五十音順） 

啓北商業高等学校同窓会会長         池田 一夫 様 

啓北商業高等学校ＰＴＡ会長       長船 真伊子 様 

札幌大学教授（本校元校長）       鈴木 恵一 様  

南区石山まちづくりセンター所長     吉山 直子 様 

啓北商業高等学校 梅澤校長、勝田教頭、真田事務長 以上７名 

 

去る７月 19 日（土）本校校長室にて「第１回学校評議員会」を開催し、学校評議員の皆様より

ご意見・ご助言をいただきました。 

  

会議内容 ～要旨抜粋～ 

 

１ 校長挨拶 

ここまで順調に令和７年度の教育活動を進めています。御支援にお礼申し上げます。さて、学

校祭で、１,２,３年がそろうのも今年・来年の２年間になりました。生徒 720 人・教職員 60 人が

啓北のフルメンバーですが、この人数のうちに発展的再編成に向けてできるところはやってしま

おうと、４月の経営方針で教職員にお伝えしました。令和10年度は啓北商業88年目の年になりま

す。ここまで積み上げてきた啓北の歴史上最高の商業教育を、やりきるよう学校運営してまいり

ます。今後とも御助言・御意見を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

２ 本校の概要説明 

(1)学校運営について 

＜梅澤校長＞ 

スクールポリシー 

➀グラジュエーション・ポリシー（卒業までに身に付けさせる資質） 

➁カリキュラム・ポリシー（教育課程編成及び実施に関する方針） 

➂アドミッション・ポリシー（どのような生徒に入学してほしいか中学生に対するもの） 

本校ではグラジュエーションポリシーをクリエーション（creation 創造）、コラボレーション

（collaboration協働）、チャレンジ（challenge挑戦）の「３Ｃ」と呼び、生徒には事あるごとに

「３Ｃ」を意識した、学習・行事への参加を呼び掛けています。昨年も、学校祭についても視点

を持ってふりかえりをするという説明をいたしましたが、令和になってからの啓北の不易になる

かと思います。 

そして「生徒が」主語になった学校教育、「生徒が」主人公の学校運営が浸透してきました。学

校ポスターも雰囲気が変わりましたのでご覧ください。大きなキーワードは探究ですが、個別の

教育計画において、スクールポリシーに則った具体的方策の作成として、商業科が３年生の課題

研究につながる１年生、２年生での授業に取り組んでいます。「ちょっとだけプロジェクト」と名

付けられたこの試みは、インスタグラムで発信しています。

https://www.instagram.com/p/DMPLsKJx2B9/ 

 

発展的再編について 

 現状と課題の部分が変わっています。石山教諭、添田教諭、髙木教諭、治田教諭、水上教諭、

勝田教頭の啓北が長く思い入れのある６名の先生方を中心に、準備委員会の委員をお願いしまし

た。再編に向けたすべての話題を扱い、コインソーターをイメージして課題を捌いていこうとし

ています。 



 

 

（１）従来ある組織、あるいはその組み合わせで委員会から仕事を依頼していくパターン 

（２）大きなことなので新たに組織を立ち上げるべきと判断しその提案をしていくパターン 

（３）準備委員会自身で担当するパターン 

例えば（１）は部活動について、再編を想定していない生徒会規定とは違う方針を生徒会指導

部と管理職で策定し、最初に 8/18(月)始業式全校集会で在校生に説明し、外部の方へ周知するの

は 8/20(水)21(木)の体験入学で中３生とその保護者からという動きを校内で進めております。 

（３）は他の市立高校にて、記念誌作成が大変だったということで、これは準備委員会でと考え

ています。 

冒頭、御挨拶した通り、啓北の歴史上最高の商業教育を、すべての生徒が卒業するまで享受で

きるよう取り組んでまいります。 

  

（2）学校間連携事業 

＜勝田教頭＞ 

SCS（スタートアップシティ札幌）という、札幌・北海道から、世界を変えることを目的にスタ

ートアップ（起業）する企業を支援するプロジェクトです。本校が主管校として「Feature 

Skills 2025 U-18（ミラスキ！）」を実施しています。６月 16 日(月)には本校からも９名の生徒が

参加しています。この日は、多くの起業家の方よりワークショップ形式で説明を順次受け、昆布

漁で廃棄となる昆布から美容関係の商品開発をしている方からの話などがありました。11 月の最

終成果発表会に向けて、今年度は約１カ月日程を前倒しして実施の予定です。商業科のある本校

にとっても有意義な事業であるとともに、札幌市立高校間のつながりを強めています。 

 

（3）生徒の現状について 

 昨日より実施している第 70 回啓北祭のテーマは、『承前啓後』。過去の伝統や実績を受け継ぎ、

未来を創造し、発展させていくという意味です。昨日からの啓北祭も、過去からのものを守り、

次の世代に繋ぎ、新たな未来を切り開くという考えで実施されています。 

 昨年より祖父母の方も入場可能になり、保護者・近隣小中学生・卒業生等への一般公開で実施

しています。学校長の説明にありましたように、啓北祭でも一人一人が成長（変容）を認識する

ためのスクールポリシーに基づいた自己評価を実施します。 

 また、4つ目のⅭではありませんが、HR教室にクーラーが付き、学校祭の熱中症対策に力を発揮

しています。 

 

（4）部活動の現状について 

 熱中症に気を付け、本校の部活動のガイドラインを守りながら活動しております。活動時間を

長くすること等は行っていません。ガイドラインを遵守しながら優秀な成績を修め、アーチェリ

ー部、簿記部が全国大会に出場します。 

 

３ 各評議員から 

＜吉山評議員＞ 

 石山夏祭りのボランティアに今回も啓北のたくさんの生徒さんが参加していただけることに、

学びの成果があらわれているのではないかと思います。地域のみなさんもボランティアに助けら

れ、すごく感謝しています。今日の学校祭でも、学校祭を成功させるべく頑張っている生徒さん

に接する機会がありました。今後も学校は生徒さんのやる気を育てていってほしいと思います。 

＜鈴木評議員＞ 

 大学でもアントレプレナー、イントレプレナーと色々な経験の機会を提供してるんですけど

も、やっぱり特定の学生に偏っちゃうんですよね。強制させるものではないけど、プレゼン大会

とかでも結局選ばれし者達のステージで、あの人たちは特別なんだって意識。大学生なんかでも

あるんですね。だから、一人一人にスポットライトが当たるような評価を、自分たちも参加した

んだって意識を持てるような、３Ｃへの取り組みをこれからも続けてほしいと思います。また３

Ｃの一つのコラボレーションの要素が、今後の再編の中にも活きてくると思います。今回の学校

祭テーマ「承前啓後」、過去の伝統を引き継ぎ、未来を切り開く。素晴らしい言葉だと思います。

先生方には啓北の生徒さんのため、この言葉を念頭に、引き続き頑張ってほしいと思います。 



 

 

＜池田評議員＞ 

 先日、野球の試合の応援に行ったのですが、その際にも生徒のみなさんの啓北での学びの成果

を実感したところです。素晴らしい試合内容だっただけでなく、啓北のスクールポリシーが根付

いていることを実感した次第です。再編にあたり同窓会では引き続き、生徒のみなさんの学校生

活を応援する活動を続けていきます。 

＜長船評議員＞ 

 ＰＴＡのあり方について昨今話題になっていますが、子どもたちの学校生活の充実のため、啓

北の保護者のみなさんは和気藹々と、みんなで協力して活動をしています。今日も１年生の保護

者の方をはじめ、多くの保護者の方がＰＴＡ縁日で学校祭を盛り上げてくださっています。啓北

を進学先に希望している中学３年生の保護者の方から、お話を聞く機会がありましたが、再編に

よる影響の心配よりも、啓北での学校生活を高く評価してくださっている声が多かったです。 

  

４ 学校長挨拶 

＜梅澤校長＞ 

いただいたご意見を参考に、令和７年度の後半期に活かしてまいります。これまでも、またこ

れからも本校の教育活動を保護者・地域の方々に評価していただけるよう取り組んでまいりま

す。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

以上が令和７年度第１回学校評議員会の報告になります。 


